
研究のあゆみ

天草市立本渡南小学校



規模
全校児童405名　学級数18
天草市で２番目に大きい規模

本校概要

ICT環境
端末･･･Microsoft
OS･･･1～4年Microsoft、5･6年ChromeOSFlex
アプリ･･･SKYMENU 2

研究
令和２年度　令和３年度
　「学級力向上」に関する研究
令和４年度　令和５年度　
　児童主体の授業改善に関する研究（ICT活用）
今年度　LDX事業１年目
アドバイザー東京学芸大学教職大学院 堀田龍也教授



学びの基盤部会

研究概要11

33
22 授業改善部会

3



夢や目標に向かって自ら動く南っ子の育成

『能動的に学び続ける力』を身に付けるための実践的研究
～児童の「よりよい学び」と

「見方・考え方の育成」に繋がる学びづくり～

研究主題

学校教育目標

本渡南小の研究概要
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★児童の「学び方のスキル」の育成

「よりよい学び」とは

「よりよい学び」を生み出すために

児童が学びを広げ、深めるための「自己決定」「自己調整」
「相互啓発」を繰り返しながら学ぶこと
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個別最適な学びのスキル（４項目）

学び方のスキル

協働的な学びのスキル（１項目）

・学習の見通し・めあて（課題）設定・学習の進め方・振り返り

コミュニケーション

【興味・関心、学習形態、ツール、習熟度、時間】
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「学び方のスキル」の
育成

見方・考え方の
育成

授業改善の２本柱

児童の「能動的に学び続ける力」の育成へ

「よりよい学び」へ 「教科の本質」へ
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授業改善部会 学びの基盤部会

研究の組織（部会）

・学び方のスキルの育成

・端末持ち帰りの充実

・見方・考え方の育成 ・タイピングスキル

・情報活用能力の育成
（「わたしたちと情報」の活用）
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学びの基盤部会

研究概要11

33
22 授業改善部会
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学び方のスキル育成について

210



11学習過程を意識する（させる）学習過程を意識する（させる）

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成



12イメージを児童と共有→職員の言葉＋端末上イメージを児童と共有→職員の言葉＋端末上

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成

例：Figjam上でいつでも参照＋意識付け例：Figjam上でいつでも参照＋意識付け



13学び方のスキルの共有（アナログ+クラウド）学び方のスキルの共有（アナログ+クラウド）

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成

クラウド上で加筆修正しながらクラウド上で加筆修正しながら手立て表を各教室で保管手立て表を各教室で保管



重点項目の設定と振り返り重点項目の設定と振り返り

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成
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児童の変容（アンケート調査より）児童の変容（アンケート調査より）

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成
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質問「一人学びや学び合いを自分で決めたり、調整したりしながら学習を進める質問「一人学びや学び合いを自分で決めたり、調整したりしながら学習を進める
　　　ことができますか。」　　　ことができますか。」

→全学年９０％以上が「いつもできる・だいたいできる」と回答

学び方のスキル「学習の進め方（学習形態）」について

低学年 ３年生

４年生 高学年

いつもできる、だいたいできる、あまりできない、できない

重点項目



児童の変容（アンケート調査より）児童の変容（アンケート調査より）

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成
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質問「どうやって話し合う相手を決めていますか」質問「どうやって話し合う相手を決めていますか」

学び方のスキル「コミュニケーション」について

（5・6年生）
・いい意見をもつ人
・自分と意見が似ている人
・自分と視点が違う人

（4年生）　
・その教科が得意な人　
・仲がいい人　　
・近くの人　

重点項目

アウトプットの質を高める
ために、「意図」を意識付け



児童の変容（アンケート調査より）児童の変容（アンケート調査より）

授業改善部会「学び方のスキル」の育成「学び方のスキル」の育成
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（5・6年生）
・他の人の意見や考えが見やすい
・書くより効率的・時間短縮できる
・調べるのが簡単
・アウトプットや共有がしやすい
・チャットなどで直接話さずに
   やりとりができる
・視覚的に分かりやすい

その他 タブレットを使った授業のよさについて

（4年生）
・タイピングが速くなった
・調べたり、まとめたりが簡単
・他者参照・意見の共有が
   しやすい
・整理やまとめがしやすい
・共同作業が楽しい
・学習が楽しい



見方・考え方の育成について

218



児童の振り返りの変容児童の振り返りの変容例例（写真は同じ児童の振り返りの変容）（写真は同じ児童の振り返りの変容）

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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Figjam上での振り返りFigjam上での振り返り

スプレッドシート上での振り返りスプレッドシート上での振り返り

学び方のスキル「振り返り」について重点項目



見方・考え方、既習事項を生かした整理へ（写真は同じ児童の整理の変容）見方・考え方、既習事項を生かした整理へ（写真は同じ児童の整理の変容）

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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2学期途中2学期途中
Figjam上での整理Figjam上での整理

年度当初年度当初
jamboard上での整理jamboard上での整理

見方・考え方を働かせて、見方・考え方を働かせて、
問いを持ちながら情報を問いを持ちながら情報を

整理・分析している整理・分析している



各教科の理論共有（全て本校職員による研修）各教科の理論共有（全て本校職員による研修）

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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主幹教諭による算数の理論共有主幹教諭による算数の理論共有 指導教諭による国語の理論共有指導教諭による国語の理論共有



各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（国語国語））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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国語科の授業づくりに関する資料共有国語科の授業づくりに関する資料共有



各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（国語国語））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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「問い」を立てる練習について「問い」を立てる練習について



各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（社会社会））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（社会社会））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成

25

各学習過程の回し方・活動の例各学習過程の回し方・活動の例



各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（社会社会））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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児童とのイメージの共有（掲示）児童とのイメージの共有（掲示）



各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（算数算数））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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各教科で大切にしたい学びの共有（各教科で大切にしたい学びの共有（算数算数））

授業改善部会「見方・考え方」の育成「見方・考え方」の育成
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各学習過程の回し方・活動の例各学習過程の回し方・活動の例



学びの基盤部会

研究概要11

33
22 授業改善部会
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情報活用能力の系統的な育成へ情報活用能力の系統的な育成へ

学びの基盤部会「Google for Education活用表」の活用「Google for Education活用表」の活用
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児童用ミッションシート児童用ミッションシート



朝自習等を活用して繰り返し練習朝自習等を活用して繰り返し練習
→「見方・考え方」を働かせた読み取りへ→「見方・考え方」を働かせた読み取りへ

学びの基盤部会資料読み取りのスキルアップに向けて資料読み取りのスキルアップに向けて
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クラスの実態に合わせて実施クラスの実態に合わせて実施

学びの基盤部会「私たちと情報」の活用「私たちと情報」の活用
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朝自習の時間等に毎月実施



タイピングスキルが向上タイピングスキルが向上
→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施

学びの基盤部会タイピングスキルタイピングスキル
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毎週金曜日　朝自習「タイピングタイム」
月末金曜日の朝自習･･･記録の集計

スクールタイピング
フォームズに
打数を入力

スプレッドシートで
打数、順位を共有



６
年

大きな変化は
なし

５
年

１３文字
アップ

４
年

４８文字
アップ

３
年

４５文字
アップ

タイピングスキルが向上タイピングスキルが向上
→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施

学びの基盤部会タイピングスキルタイピングスキル
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5月→１２月の伸び
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タイピングスキルが向上タイピングスキルが向上
→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施→日常的な端末活用＋朝自習「タイピングタイム」の実施

学びの基盤部会タイピングスキルタイピングスキル
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https://edu-
net.co.jp/pre
ss_2023_21

〈参考〉
第３回全国統一

タイピングスキル調査
結果報告
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https://edu-net.co.jp/press_2023_21
https://edu-net.co.jp/press_2023_21
https://edu-net.co.jp/press_2023_21
https://edu-net.co.jp/press_2023_21


Aさん
Bさん
Cさん
Dさん
Eさん
Fさん
Gさん
Hさん
Iさん
Jさん

個人のタイピングスキルの可視化個人のタイピングスキルの可視化（ICT支援員作成）（ICT支援員作成）
→一人一人の状況把握を効率的に行える→一人一人の状況把握を効率的に行える

学びの基盤部会タイピングスキルタイピングスキル
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https://edu-net.co.jp/press_2023_21


個人のタイピングスキルの可視化個人のタイピングスキルの可視化（ICT支援員作成）（ICT支援員作成）
→一人一人の状況把握を効率的に行える→一人一人の状況把握を効率的に行える

学びの基盤部会タイピングスキルタイピングスキル
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https://edu-net.co.jp/press_2023_21


中･･･授業の復習などを端末で行う中･･･授業の復習などを端末で行う

学びの基盤部会端末持ち帰りの充実端末持ち帰りの充実
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「思考ツールを活用した
『３学期頑張りたいこと』」

「思考ツールを活用した『天草といえば…』『冬といえば…』」

国語「漢字の広場」の復習で
文章入力



高･･･授業の予習・復習、反転学習など高･･･授業の予習・復習、反転学習など

学びの基盤部会端末持ち帰りの充実端末持ち帰りの充実
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長期休暇の宿題進捗 家庭での練習記録（体育）

自分のペースで
課題に取り組む
→加除修正も
家庭で行う
（国語）



今後の方向性



回答の色→回答の色→よくできた　よくできた　できた　できた　あまりできなかったあまりできなかった

学びの基盤部会職員回答　教育評価結果職員回答　教育評価結果
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１学期

２学期

Q1.単元の指導事項やゴールを見通
し、バックワードデザインによる構
成を行い、「学び方が成長する」授
業づくりを進めることができたか

Q2.教師の指示を減らすことを意識
し、児童自身で学習活動を決められ
るような時間を適宜設定することが
できたか

Q3.授業の中で、児童同士が自分の
考えを交流し合う時間を意図的に設
定することができたか

17％アップ10％アップ 「よくできた」14％アップ



教師の手立て・役割教師の手立て・役割を研究し、を研究し、持続可能な授業改善持続可能な授業改善へへ
→「学びの成長システム」づくり→「学びの成長システム」づくり

学びの基盤部会学びの基盤づくりの方向性学びの基盤づくりの方向性
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授業改善

・重点項目としてまだ設定していな
い「学び方のスキル」の育成に関す
る実践の蓄積

・段階ごとに目指す児童の姿や最終
ゴールをさらに具体化
→児童との共有とさらなる意識付け

学び方のスキル 見方・考え方

・児童のアウトプットの様子をもとに
した、学習状況把握と成長の見取り
（端末上の整理、対面での言語化、振
り返り）

・学習過程における目指す児童の姿を
再整理（課題設定→まとめ・表現）

・教科ごとの教材分析、学習構想の在
り方の例を、全職員で共有（継続）



「学級づくり」＋「情報活用能力」の育成「学級づくり」＋「情報活用能力」の育成

学びの基盤部会学びの基盤づくりの方向性学びの基盤づくりの方向性
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学びの基盤づくり

・学習基盤としての情報活用能力育成
→目指す姿、育成の視点、系統性、共通実践、教科の特質に応じた　
　能力の整理と共通理解・実践
・多様な学びの創出
→□端末を活用した学びの情報交流（縦割り、学校間など）
　□端末持ち帰りの充実
　□ツール・アプリ活用
　　→児童が意図的に選択できるようにする

・支持的風土のある学級づくり


